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銀の風

１）大田二次医療圏の中核病院として、５疾病５事業を中心とした急性期医療を提供します。
２）病病・病診連携により、圏域に必要な医療提供に努めます。
３）地域で必要度の高い疾病に対し、保健・福祉と連携した予防から介護までの一体的医療

サービスを提供します。
４）訪問看護等を通して在宅医療や地域医療の向上に寄与します。
５）医療水準の向上と安全な医療環境整備に努めます。
６）職員相互の協調によるチーム医療の実践と、よき医療人としての人材育成に努めます。

誠意

和

奉仕

『銀の風』は世界遺産「石見銀山遺跡」から

着想を得ています。「石見銀山遺跡とその文

化的景観」は人類の平和と人権の尊重をめざ

すユネスコの世界遺産に登録されています。

年
頭
の
ご
挨
拶

大
田
市
立
病
院

院
長

西
尾
祐
二

島林事務部長 今田看護部長 西尾院長 杉原副院長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
年
明
け
と
な
り
、

自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
中
、
ご
家
族
と
の
楽
し

い
時
間
も
持
て
な
い
、
些
か
寂
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
皆
さ
ん
も
多
い
こ
と
か
と
お
察
し
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
大
田
市
立
病
院
は
、
昨
年
５
月
に
開
院

以
来
、
沢
山
の
市
民
の
皆
さ
ん
や
近
隣
町
村
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
駐

車
場
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
年
秋
に
は
職
員

用
を
含
め
約
６
０
０
台
の
駐
車
が
可
能
と
な
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
駐
車
場
に
隣
接
し
て
敷
地
内
薬

局
や
リ
ハ
ビ
リ
公
園
も
並
行
し
て
整
備
を
進
め
ま

す
。
病
院
が
一
層
利
用
し
や
す
く
な
り
、
健
康
増

進
や
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
１
月
か
ら
当
院
で
は
池
田
診
療
所

へ
の
出
張
診
療
事
業
も
始
ま
り
、
週
３
日
間
、
当

院
の
医
師
が
出
張
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病
院

が
診
療
所
を
サ
ポ
ー
ト
、
維
持
す
る
こ
と
で
、
大

田
市
の
医
療
の
後
退
を
阻
止
し
、
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
、
地
域
包
括

ケ
ア
の
実
現
に
向
け
、
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
当
該
住
民
の
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し

て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



診
療
科
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

『
総
合
診
療
科
』

ら
な
い
」
な
ど
で
す
。

現
在
の
医
療
で
は
、
医
療
技
術
の

進
歩
の
お
か
げ
で
、
治
療
の
選
択
肢

が
増
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
で
、
数
あ
る
選
択
肢
を
提
示
さ

れ
て
も
、
何
を
ど
の
様
に
選
択
し
、

決
定
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
困
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
今
の

状
況
や
今
後
ど
の
よ
う
に
生
き
た
い

か
な
ど
も
踏
ま
え
た
重
要
な
決
定
を
、

診
察
室
の
中
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
行
う
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に
大
き

な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
当
科
で
は
そ
う
い
っ
た
負
担
を

緩
和
す
る
た
め
に
、
地
域
医
療
連
携

室
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
必

要
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り

の
場
合
は
、
総
合
診
療
科
外
来
や
地

域
医
療
連
携
室
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

総
合
診
療
科
／

大
田
総
合
医
育
成
セ
ン
タ
ー
内
科
系
講
師

木
島

庸
貴

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
当
科
は

特
定
の
症
状
や
疾
患
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

患
者
さ
ん
の
問
題
に
対
し
て
心
理
的

な
側
面
や
社
会
的
な
側
面
な
ど
も
含

め
多
面
的
に
捉
え
て
診
療
を
行
う
科

で
、
現
在
３
名
の
医
師
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
大
田
市
立
病
院
で
の
役
割

と
し
て
は
、
一
般
外
来
・
救
急
外
来

当
科
で
は
病
気
の
治
療
の
み
な
ら

ず
、
そ
こ
に
介
護
や
福
祉
、
保
健
分

野
に
関
す
る
こ
と
が
複
合
的
に
絡
み

合
っ
た
困
り
ご
と
な
ど
相
談
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
「
老

老
介
護
の
状
況
で
介
護
者
が
体
調
を

崩
し
た
際
に
ど
う
す
る
か
」
「
が
ん

の
た
め
に
今
は
痛
み
が
強
い
が
薬
で

調
整
で
き
た
ら
最
期
は
家
で
過
ご
し

た
い
」
「
腎
機
能
が
低
下
し
て
透
析

の
話
を
相
談
さ
れ
た
が
、
開
始
し
た

後
は
ど
ん
な
生
活
に
な
る
の
か
わ
か

・
入
院
診
療
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、

２
０
２
１
年
1
月
か
ら
は
池
田
診
療

所
で
の
出
張
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
外
来
は
、
火
曜
日
に
初
診
外

来
、
水
曜
日
と
木
曜
日
に
総
合
診
療

外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

発
熱
、
咳
、
腹
痛
、
頭
痛
、
胸
痛
、

め
ま
い
、
な
ら
び
に
原
因
の
不
明
な

そ
れ
ら
の
症
状
の
診
察
を
主
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
入
院
で
は
、
内
科

疾
患
、
高
次
医
療
機
関
で
治
療
し
た

後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
が
ん

・
非
が
ん
の
緩
和
ケ
ア
、
在
宅
診
療

が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た
か
た
な

ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最

近
の
取
り
組
み
と
し
て
、
当
院
の
地

域
医
療
連
携
室
と
連
携
し
て
、
病
院

及
び
地
域
で
生
じ
る
健
康
に
関
す
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
病

院
全
体
で
よ
り
よ
く
応
じ
ら
れ
る
よ

う
に
院
内
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

病棟回診の様子（木島医師・写真左端）

写真左から、総合診療科の向田医師、木島医師、髙仁医師

き
じ
ま

つ
ね
た
か



修推進室
・育成塾
・出張指導（時期的に〆切厳しいか）

池
田
診
療
所
へ
の
医
師
派
遣
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

ご
存
知
で
す
か
？

内
視
鏡
専
属
臨
床
工
学
技
士

臨
床
工
学
技
士
は
、
医
療
機
器

の
取
り
扱
い
、
保
守
・
点
検
な
ど

管
理
を
行
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
。
医
師
の
指
示
の
も
と
、
人
工

透
析
装
置
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
の

生
命
維
持
管
理
装
置
の
操
作
・
保

守
・
点
検
が
主
な
業
務
で
し
た
が
、

医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
い
医
療
機

器
の
発
展
が
続
い
て
お
り
、
内
視

鏡
分
野
に
も
活
躍
の
場
が
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
は

日
本
臨
床
工
学
技
士
会
よ
り
内
視

鏡
業
務
指
針
が
公
開
さ
れ
、
全
国

○
上
部
消
化
管
内
視
鏡
（
胃
カ
メ

ラ
）
や
下
部
消
化
管
内
視
鏡

（
大
腸
カ
メ
ラ
）
の
検
査
・
治

療
に
使
用
す
る
ス
コ
ー
プ
な
ど

内
視
鏡
機
器
の
準
備
点
検
に
よ

る
不
具
合
の
早
期
発
見

○
処
置
具
等
の
補
充
や
点
検
管
理

○
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
ス
コ
ー
プ

の
洗
浄
・
消
毒

○
検
査
、
治
療
時
の
医
師
、
看
護

師
の
介
助
・
補
助

的
に
は
、
徐
々
に
内
視
鏡
部
門
に

常
駐
す
る
臨
床
工
学
技
士
が
増
え

て
い
ま
す
。
島
根
県
内
で
は
ま
だ

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
が
、
当
院
で
は
２
０
１
７
年

７
月
か
ら
常
駐
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

臨
床
工
学
技
士
が
常
駐
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
専
門
性
を

活
か
し
た
内
視
鏡
機
器
の
不
具
合

の
早
期
発
見
や
ト
ラ
ブ
ル
時
の
ス上：内視鏡センター専属の松井技士

下：スタッフに機器の操作説明も行います
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

臨
床
工
学
技
士

松
井

朋
美

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

臨
床
工
学
技
士
の
主
な
業
務
内
容

ム
ー
ズ
な
対
応
が
可
能
に
な
り
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

内
視
鏡
機
器
の
修
理
件
数
も
年
々

減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
患

者
さ
ん
に
よ
り
安
心
・
安
全
な
内

視
鏡
検
査
・
治
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
瓶
地
域
の
医
療
継
続
支
援
の
た
め
、
大

田
市
が
運
営
を
す
る
大
田
市
国
民
健
康
保
険

池
田
診
療
所
へ
の
当
院
医
師
の
派
遣
を
決
定

し
、
１
月
４
日
に
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
西
尾
院
長
が
「
三
瓶
地
域
の
皆

さ
ま
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
他
に
、

山
形
大
田
総
合
医
育
成
セ
ン
タ
ー
長
、
大
田

市
の
林
健
康
福
祉
部
長
か
ら
も
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

派
遣
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

派遣医師に向けて挨拶をする西尾院長

【
当
院
医
師
派
遣
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

月
曜
日…

向
田
医
師
／
火
曜
日…

髙
仁
医
師

水
曜
日…

木
島
医
師

※

こ
の
他
、
毎
週
金
曜
日
に
は
長
坂
医
師
が

診
察
さ
れ
ま
す
。

【
診
察
日
】
毎
週
月
・
火
・
水
・
金

【
診
察
時
間
】
９
時
～
12
時

ま
つ
い

と
も
み
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【受付時間】

８：３０～１１：００（予約の方はこれ以外の時間になることがあります）

※１ 第２・４・５水曜日

※２ 予約券をお持ちの方は ８：３０～１５：３０

（初診の受付を制限する場合があります）

※３ 隔週で午後の診察（１３：１５～１５：００）もあります

※４ 初めて受診される方は ８：３０～１０：３０

※５ 第２金曜日１４：００～１６：００

※６ 第１木曜日 ※７ 第１または第２木曜日 ※８ 第３木曜日

※９ 前週の火曜日または木曜日にレントゲン撮影があります

～
編
集
後
記
～

令和３年１月４日 現在（●初めての受診が可能 ○予約の方のみ）

診 療 科 月 火 水 木 金

一

般

外

来

内科 ● ● ● ● ●

神経内科 ● ●

呼吸器内科 ● ●

消化器科 ● ●

循環器科 ● ● ●

メンタルヘルス科 ○

小児科 ● ● ● ● ●

外科 ● ● ● ● ●

呼吸器外科 ●

心臓血管外科 ●※１

整形外科 ●※２ ○ ●※２ ○ ●※２

脳神経外科 ● ● ●

皮膚科 ●※３ ● ● ● ●

泌尿器科 ● ● ● ● ●

産婦人科 ● ● ● ● ●

放射線科 ● ●

ペインクリニック ● ● ● ●

眼科 ●※４ ●※４ ●※４

耳鼻咽喉科 ● ●

総合診療科 ● ● ●

専

門

外

来

リウマチ外来 ○ ○

腎臓内科 ○

血液・腫瘍内科 ● ●

ペースメーカー外来 〇※５

小児神経外来 〇※６

小児心臓外来 〇

発達障害外来 〇※７

乳児健診 〇

小児予防接種 〇

緩和ケア 〇※８

乳がん検診 〇※９ 〇※９ 〇※９ 〇※９

Free Wi-Fi使えます

病院からのお知らせ

大田市立病院の様々な情報を
ホームページ・facebookに掲
載しています。

邇摩高校から寄せ書きをいただきました

プペルバス来訪

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
例
年
と
は
異
な
る
雰
囲
気
の
お

正
月
を
過
ご
さ
れ
た
か
た
も
多
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
小
生
同
様
に
年

末
年
始
の
休
暇
な
ど
許
さ
れ
な
い
現
場
で

勤
務
さ
れ
て
い
た
か
た
に
は
頭
が
下
が
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
の
体
内
に
は
ナ

チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
（
Ｎ
Ｋ
）
細
胞
が
50

億
個
も
あ
り
、
そ
の
働
き
が
活
発
だ
と
免

疫
力
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高

す
ぎ
て
も
ダ
メ
な
よ
う
で
、
笑
い
に
は
そ

の
免
疫
シ
ス
テ
ム
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
こ
で
謎
掛
け
を
1
つ

コ
ロ
ナ
禍
と
か
け
ま
し
て
、

年
末
年
始
の
激
務
後
の
私
の
ふ
く
ら
は
ぎ

と
解
き
ま
す
。

そ
の
こ
こ
ろ
は

ど
ち
ら
も
春
（
貼
る
）
が
待
ち
遠
し
い
で

す
。

（
Ｈ
・
Ｔ
）

12月16日（水）、漫才コンビ「キングコン

グ」の西野亮廣（にしのあきひろ）さんが手
掛けた絵本「えんとつ町のプペル」の挿絵を
観覧できるプペルバスが当院に来訪しました。
車内には、LEDラ

イトで照らした挿
絵が展示してあり、
病院に立ち入る人
は、素敵な作品の
数々に魅了されて
いました。

院内の一部エリアで無料Wi-Fiが使用で

きるようになりました。

使用できるエリアには次の貼り紙を掲

示していますので、

お気軽にご利用く

ださい。

12月21日（月）、邇摩高校で文化系列を

選択している生徒３名が西尾院長を訪問。

「邇摩高フェア2020」で作成した医療従事

者へのメッセージを贈っていただきました。

地域の皆さまの温かいご支援に感謝します。


